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（論文内容の要旨）  










傍構造 (X-ray absorption near edge structure; XANES)について検討している．各元素の K







第 2 章では，ニオブ等の XANES の特徴的なピーク形状がその局所構造について定量
的な情報を与えることを踏まえ，同様にランタンを含みかつランタンの局所構造が異





酸化物が隣接原子数として 4 つから 6 つをとるのに対して，ランタンはそのイオン半
径の大きさから 7個から 12個をとるため，第 1章とは異なるアプローチで L1端 XANES
に見られるピークの面積と相関する結合角に基づくパラメータを提案し，局所構造に
関する定量的な議論を可能にしている．また，局所構造がわずかに異なる多数のラン
タン水和モデル錯体に対して，理論計算を用いて L1端 XANES のシミュレーションを





な複合酸化物の L1端および L3端 XANES と局所構造の関係について検討している．そ
の結果，第 3 章で示された結果と同様に，XANES に見られるピークの特徴量が局所構
造の変化と相関していることを見いだしている．さらに，ビスマス -ホウ素酸化物系ガ
ラスにドープされたサマリウムの L3端 XANES 測定について，ビスマスの増加に伴い，
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物の L1端および L3端 XANES と局所構造の関係について検討している．その結果，第
3, 4 章で示された結果と同様に，XANES に見られるピークの特徴量が局所構造の変化
と相関していることを見いだしている．さらに，4 つから 9 つの水分子がホルミウムに
配位した仮想的なホルミウム水和モデル錯体に対して多重散乱理論を用いた理論計算
を行い，XANES 測定が配位環境の変化に伴う空の d 軌道の分裂状態の変化を直接観測
していると解釈できることを示している．  
 




（約 10 nm）の金属ナノ粒子が連続的に生成することを見いだしている．  
 




























果は次の通りである．   
 
1. 重元素の XANES 
第 5, 6, 7 族の重元素および様々なランタノイド元素の K 端あるいは L1端および
L3 端 XANES スペクトルに見られる特徴がその局所構造の変化と相関していること
を見いだした．また，結合角を基に XANES の特徴量と相関する局所的な歪みの程度
を示す経験的なパラメータを考案し，構造モデルの定量的な評価方法を提案した．  
















タノイド元素の X 線吸収分光における新たな分析手法，液相反応系に対する X 線吸収
分光と反応速度論および統計的手法の応用を提案するものであり，学術上，実際上寄与
するところが少なくない．よって，本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるも
のと認める．また，平成 27 年 2 月 23 日，論文内容とそれに関連した事項について試問
を行った結果，合格と認めた．  
なお，本論文は，京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し，公表  
に際しては，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める．  
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